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令和８年 第５回 仙北市議会定例会 議案質疑 通告要旨 

 

議案第８１号 仙北市印鑑条例の一部を改正する条例制定について 

  １４番 髙 久 昭 二 議員 

１ 国の出入国管理および難民認定法の一部改正により、どのように変更されるのか伺う。 

２ 特定在留カードが交付される対象者および特定特別永住者証明書が交付される対象

者について伺う。 

３ 国の出入国管理事務所と仙北市の業務に係る連絡、申請等について伺う。 

 

議案第８２号 仙北市地域型保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例制定について 

  １４番 髙 久 昭 二 議員 

１ 満３歳以上限定小規模事業者は、仙北市内に何施設あり、市の支援および経営状況に

ついて伺う。 

２ Ａ型、Ｂ型、Ｃ型の区分の具体的内容および関係する市内保育施設について伺う。 

 

議案第８３号 仙北市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例制定について 

  １４番 髙 久 昭 二 議員 

１ 特定教育・保育施設を運営する市内施設名等について伺う。 

２ 特定地域型保育事業を運営する施設名および運営状況について伺う。 

 

議案第８６号 仙北市角館中心市街地活性化支援センター条例を廃止する条例制定に

ついて 

  ８番 高 橋 輝 彦 議員 

１ 条例施行後の施設及び土地の利活用について伺う。 

 

議案第８９号 令和８年度仙北市病院事業会計補正予算（第１号） 

  １４番 髙 久 昭 二 議員 

１ 第３条、収入、第１款第２項、市立田沢湖病院医業外収益 200万円の内容および今後の

見通しについて伺う。 
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２ 第４条、支出、第２款第１項、市立角館総合病院建設改良費 1,317万５千円の内訳につ

いて伺う。 

３ 補正予算実施計画、収益的収入２款２項、市立角館総合病院医業外収益中、一般会計

負担金 3,133万１千円の内容について伺う。 

 

議案第９２号 令和７年度仙北市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

  １４番 髙 久 昭 二 議員 

１ 歳入６款２項、基金繰入金が０円になった理由等について伺う。 

２ 歳入７款、繰越金 6,682万 1,481円を繰り越した理由等について伺う。 

３ 歳出９款、予備費の支出済額が０円になった理由等について伺う。 

 

議案第９３号 令和７年度仙北市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

  １４番 髙 久 昭 二 議員 

１ 歳入１款、後期高齢者医療保険料、不能欠損額４万 1,800円および収入未済額 211万

8,484円の内容および理由等について伺う。 

２ 歳入５款３項、雑入 2,200円の内容等について伺う。 

 

議案第９４号 令和７年度仙北市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

  １４番 髙 久 昭 二 議員 

１ 歳入１款、サービス収入中、収入未済額 79万 5,909円について伺う。 

２ 歳出２款２項１目、施設サービス事業費、委託料の支出済額 5,957万 4,077円および

不用額 212万 6,923円の内容等について伺う。 

 

議案第１００号 令和７年度仙北市水道事業会計決算認定について 

  ８番 高 橋 輝 彦 議員 

１ 令和７年度仙北市水道事業会計の決算状況を見ると、令和６年９月１日から３年間、段階

的に水道料金を値上げしている２年目の増収効果が殆ど確認できない。営業損失は前年

度より増加しているし、一般会計からの補助金も当初予算は 8,611 万円で前年度の約  

５０％であったが、増額補正され１億 4,152万４千円の決算額で、ほぼ例年並みとなり、経

常収支比率も減少している状況にある。 

今後、老朽化が進んでいる設備更新等も増加することが見込まれるが、安心・安全で持

続可能な給水事業を運営していくための事業展望を伺う。 
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議案第１０１号 令和７年度仙北市下水道事業会計決算認定について 

  ８番 高 橋 輝 彦 議員 

１ 令和７年度仙北市下水道事業会計の決算状況を見ると、令和５年９月１日から下水道料

金を値上げした増収効果が殆ど確認できない。一般会計からの補助金は純利益が発生し

た令和６年度と同額の６億 5,000万円だが令和７年度は純損失を計上しており、営業損

失も前年度より増加している状況にある。 

  今後、老朽化が進んでいる設備更新等も増加することが見込まれるが、安心・安全で持

続可能な下水道事業を運営していくための事業展望を伺う。 


